














Which progressedhalfwaythroughthe onset，from theviewpointsboth ofecologicalrecovery and of  
Changesinlanduseaswellasruralsubsistenceeconomy．The‘GrainforGreen’projecttriesforecological  
recovery oftheupperreachesofthe Huang－Heand the Yangtze River，by prohibition ofgrazingand  
transformationofcultivatedfieldsinsteepslopesinto afforested areas．Thisproject aims at not only  
ecologicalrecoverybut alsoruraleconomicdevelopment，becauseimprovement ofpeasant economyis  
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なければならないとする．そして，、家畜の放牧は禁止して   
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図1 西部開発の対象地域  




















梁地区の経済状況が退耕還林進行後も芳しくないことを報   
中国黄土高原における伝統的土地利用と退耕還林  
告する一方で，駅西省では環境保全と農村開発が比較的良  



































写真3 農作業にむかう農夫  
2 安塞県高橋郷北宋塔村と  
退耕還林プロジェクト   
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写真1 村地図を用いた北宋塔村での聞き取り  






写真5 北宋塔村のヤオトン（洞窟）武佐居   
北宋塔村は22世帯，95人が住む小さな自然村である（2005  
年現在）2．若い層の多くは出稼ぎにより村外に出ており，30  






囲2 映西省と調査地の位置（等値線は年間降水量）  
出所：駅西省計劃委員会・駅西省測絵局（1999）をもとに  
筆者作成  
写真6 急斜面に分布する黄蕎Aγ′g〃7ね衰α乃乃〝α   
写真4 北宋塔村へのアプローチ  
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中国黄土高原における伝統的土地利用と退耕還林  
表1 北宋塔村で観察された主な植物  
中 国 名   科  名   学  名   カテゴリー   植林・植草種と  しての利用   
刺椀   Leguminosae   斤0∂オ乃ぬβざg〟（わαCαざブα   中高木   ○   
小叶楊  中高木   （⊃   
柳樹   Salicaceae   5α放車．   中高木   ○   
〃妙呼ゐαg  
γゐαプ刀ク7∂ブdβSざ〟占紗．  
沙辣   Elaeagnaceae    S才乃ビア官ざね   濯木   ○   
木宇（丁）条  漕木   ○   
狼牙刺  潅木   ○   
紫花曹帝   Leguminosae   〟gd才c喝■05αff〃α   草本   ○   
沙打旺  草本   ○   
柾柳（カンリウ）   Asclepiadaceae  月ヲγ少わcαS¢Z〟研   滞木
黄萬   Compositae   Aプ′ね細流滋zα椚祝∽   草本  
鉄柾萬（tiegahao）  草本  
扁禾木（piannamu）  潅木  
杜李（トゥーリー）  中高木  
核桃   Juglandaceae  加わ邦Sγとg由   渚木   ⊂）   
出所：現地調査により筆者作成  
写真8 刺塊（こセアカシア）β0∂才〝∠〟♪ざg〟ゐαCα∫7α  
写秦7 柳樹（ヤナギ）5αJ玩痴．薪炭材にされるため枝は  
萌芽再生している．  
写臭9 沙娘〃拗ゆ払＝勉附加ぬ  
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図3 北宋塔村の南方からの鳥取図  
出所：GoogleEarthによる  











＿ ■  
図6 北宋⊥自．．一寸周辺における地表面アルベド億の変化  
（左が1995年，右が2004年．赤色は高アルベド値，つまり植生の劣  
化した部分を示す．）  
出所：プホーオーッル作成（プホー他2007を参照）   
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中国黄土高原における伝統的土地利用と退耕還林  
写異相 経済林として植えられたクルミ  写其13 ソバ  
写養11アワ  写真用 ソルガム  













写素16 ダイズ  































2000年には198畝が退耕還林地となった．さらに2001年には   
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写寅19 新しい段畑と，そこから斜面に流れる黄土  
3 北宋塔村の伝統的土地利用・農業技術とその   
変化   






写革2日 ビニールハウス  
表2 耕地の分類  
pa地   谷底に土砂を堆積させて造成した耕  
地．70年代に人民公社によって盛ん  
につくられた．主にトウモロコシを  
栽培する．   
台地   ブルドーザーで造成される新しい夕  
イプの段畑．   
梯田   伝統的なタイプの狭い段畑．   
山地（山上耕地）  山頂に近い尾根上の耕地．披地に含  
まれるとする人もいる．   
披地   尾根筋の傾斜面の耕地．   
gou湾地   谷筋の湾状に傾斜した耕地．   
塔地   披地の裾の部分にあたる耕地．披地  
に含まれるとする人もいる．   
写真21ビニールハウス内部（トマト栽培）  







































写養23 急傾斜のgou湾地に栽培されるキピ  
写真2ヰ 急傾斜のgou湾地にキピを播種する農夫  

















る．   
比較的乾燥に強い雑穀であるモロコシ（ソルガム）の栽   
写寮22 台地  
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中国黄土高原における伝統的土地利用と退耕還林  
表3 北宋塔村における主要作物の栽培暦  
月   2   3   4   5   6   7   8   9  10   12   
アワ  一■ ′こと  
キビ  
一■ r去〕  L                    シ〉   
コウリャン  一l■  
トウモロコシ  ′ニ  由L  
ソノ†  
一l■ ∴ご  」                  くJ   
コムギ  一■i ≒÷ 
ダイズ  一■  L  
アズキ  一l■  L  
ジャガイモ  一■ ′＝■、  L ニ、  
サツマイモ  
一d ～亡ゝ  L                    r   
ヒマワリ  ，七ち三t  L 一■  















































ている．ビニー ルハウス栽培は退耕還林にともなってあら  
たに導入されたもので，調査村における農村経済開発の目  












3－3 土地利用と作付け，家畜飼養の変化   
退耕還林の前後で，土地利用は具体的にどのように変  
わったのだろうか．現地調査で入手できた北宋塔行政村の  

























表4 北宋塔行政村における退耕還林前後の土地利用変化   
（単位：畝＝0．067ha）  
1998年   2004年   
総耕地面積   2，400   1，355   
段畑   85   709   
谷畑   100   345   
斜面畑   2，215   302   
出所：現地調査による  
表5 退耕運林前後の作付け面積の比較  
1998年  2004年   
作 物   面積（畝）  畝当生産量（斤）  総生産量（斤）  面積（畝）  畝当生産量（斤）  総生産量（斤）   
トウモロコシ   100   550   55，000   541．7   800  433，360   
アワ   204   145   29，580   130   300   39，000   
キビ   136   120   16，320   90   280   25，200   
マメ類   408   130   53，040   200   210   42，000   
ジャガイモ   680   1，000   680，000   200   1，400   28，000   
ソノ†   680   90   61，200  
冬コムギ   680   95   64，600  
合 計  959，740  595，560   
出所：現地調査による   
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写真27 醍子を用いたトウモロコシの脱穀  
写真28 横臼でソルガムを製粉する  
表6 北宋塔行政村における家畜保有状況の変化  
1998年   2004年   
ウシ・ロバ・ラバ   130   112   
ヒツジ・ヤギ   1，500  
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写異29 トマトの出荷風景  







ずれも代表者・佐藤廉也，特別研究B－1），昭和シェル石油   
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注  
1 現地調査は2005年9月，2006年6月，2007年8月にお   
こなった．調査村においては，各世帯への経済，家族構   
成，生業技術に関する聞き取りの他，村内の畑の全筆踏   
査を毎回実施し，同時に村内に見られる植生の調査をお   
こなった．  
2 本稿の調査対象地域である北宋塔自然村を含む7つの   
自然村と1つの人口村をあわせた行政村も北宋塔村と呼   
ばれる．本稿では，とくに断りがない限り北宋塔村を自   
然村をさす言葉として用いる．  
3 土地分類には個人差があり，全ての分類カテゴリーが   
村民に共有されているわけではない．例えば，山地（山   
上耕地）というカテゴリーを使わず披地のカテゴリーに   
含める人もいるし，塔地というカテゴリーに言及したの   
は村長のみであった．個人差に関してはさらに聞き取り   
によって明らかにする必要があるが，ここ〔では，聞き取   





7 北宋塔村での聞き取りによれば，化学肥料は人民公社   
時代の70年代に導入された．  
8 北宋塔村での聞き取りによれば，人民公社時代には村   
内のヤギ・ヒツジ頭数は1，000頭を超え，90年代でも   
600～700頭が飼育されていたという．  
9 収入につV）ては，北宋塔村でおこなった聞き取りによ   
る．収入の額については情報提供者によって異なったが，   
もっとも客観的と思われるものを記載した．  
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